
科学研究費「基盤研究（C）」（研究課題番号 19K01571 代表者:有江大介）による研究集会 
 

   第 21 回バトラー研究会のお知らせ 
                       
 
 英文共同論文集（Joseph Butler: A Preacher for Eighteenth-Century Commercial Society 
(Springer, 2024；有江・大久保・矢嶋編著）刊行後、久しぶり開催した前回に引き続き、7月 28日（土）
午後 4時より、論文集の各章紹介と討論の 2回目を開催します。引き続き、3回目も予定。 
 
報告は、第 4章 Commercial Society and Religion: Butler, Paley and Priestley (松本哲人)、  

第 6章 Theories of Resentment and Civilisation from Perspective of Butler and Lord Kames  
（木宮正裕）、第 7 章 Butler and Adam Smith on Conscience, Self-deceit and General Rules    
(太田浩之）の 3報告です。 
 
報告時間は、前回が少し短いのではというご意見もあり、また、研究会自体の協議を行わないので、

1 報告 30分、議論 15 分の総計 45分を原則で行うこととしました。 
 
 公開研究会ですので、当該の問題についてご関心のある方々の参加を歓迎いたします。 
 
 なお、前回は、2 人の執筆者が現在 Glasgow 大学に在外研究中であるのを失念し、かなり無理な時間
設定をしてしまいましたので、今回は日本時間で日曜の午後４時からの開始と致します。 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   日時: 2024年７月 28日（日）16:00－18：30  

方法: Zoom会議により開催（ホスト:矢嶋直規氏・ＩＣＵ•共同編者）  

・トピック（会議名）:第 21回バトラー研究会 

・ミーティング URL、ミーティング ID、パスワードは以下。今回は事前確認を行いません。 

 

https://icu.zoom.us/j/97186707861（トピック: 近代イギリス哲学とキリスト教研究会） 

ミーティング ID: 971 8670 7861 

パスワード: 1692 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

報告：各章紹介と討論（2） 

４章 Commercial Society and Religion: Butler, Paley and Priestley (松本哲人、松山大学) 

６章 Theories of Resentment and Civilisation from Perspectives of Butler and Lord Kames 

（木宮正裕、常葉大学） 

７章 Butler and Adam Smith on Conscience, Self-deceit and General Rules 

(太田浩之、グラスゴウ大学） 

司会 有江 大介氏（横浜国立大学・名） 

 

 本書の書誌データは Amazonにて「洋書」を選び、“Arie Joseph Butler”と入力すれば見ることが 

できます。 

 

＜予定スケジュール＞ 

16：00－16：10 参加者自己紹介 

16：10－16：55 4章 松本報告 

17：00－17：45 6章 木宮報告 

17：50－18：35 7章 太田報告 

                                     （文責：有江） 

https://icu.zoom.us/j/97186707861

